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２ 庁内調整会議の設置

平成 年 月 日、サミットの円滑な実施を図り、伊勢市の観光振興及び地域経済

の活性化に寄与するため、市長を会長とする「伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議」

を設置し、また、下部組織として「おもてなし部会」、「情報発信部会」、「安全対策推進

部会」を設け、特定の事項について協議を行った。（事務局：企画調整課）

■会議構成

委員構成 関係所属

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
伊
勢
市
庁
内
調
整
会
議

・市長（会長）

・副市長（副会長）

・総務部長

・危機管理部長

・情報戦略局長

・環境生活部長

・健康福祉部長

・産業観光部長

・都市整備部長

・上下水道部長

・二見総合支所長

・小俣総合支所長

・御薗総合支所長

・教育委員会事務局教育部長

・消防長

・市立伊勢総合病院経営推進部長

お
も
て
な
し
部
会

・企画調整課 ・商工労政課

・観光振興課 ・市民交流課

・環境課 ・清掃課

・維持課 など

情
報
発
信
部
会

・企画調整課 ・広報広聴課

・商工労政課 ・観光誘客課

・文化振興課 など

安
全
対
策

推
進
部
会

・企画調整課 ・総務課

・危機管理課 ・消防本部

・都市整備部 ・上下水道部

・病院経営推進部 など

5 
 

１ 決定時の対応

平成 年 月 日、安倍首相が平成 年に日本で開催される予定の主要国首脳会議

（サミット）について、開催地を三重県に決定した旨、発表された。

伊勢市では、同年 月 日に人事異動を行い、新設の部署を設置せず、情報戦略局

企画調整課内にサミット担当の職員 名を増員し、さらに、同年 月 日には職員

名を増員し総勢 名でサミットの事務を行うこととした。

また、三重県から要請があり、別途伊勢市から同年 月 日付けの人事異動により、

職員 名を派遣した。

そして、担当職員は、同年 月 日から 日にかけて、北海道洞爺湖サミットで、首

脳会議が開催された洞爺湖町と近隣市町の取組について、鳥羽市・南伊勢町とともに現

地視察を行った。

また、消防本部においても、同年 月 日から 日にかけて、北海道洞爺湖サミット

での消防特別警戒について、三重県及び志摩広域消防組合、鳥羽市、四日市市、津市消

防本部とともに、北海道庁、札幌市消防局などに質疑応答及び現地視察を行った。

【決定時、市長コメント】

年主要国首脳会議（サミット）が、この伊勢志摩地域で開催されることが決定し、誠に喜ばし

い限りです。

これも三重県をはじめとした関係各位の熱心な誘致活動の賜物と感謝しております。

伊勢市にとって、このサミットが国際観光都市としての大きな一歩となり、また子どもたちが世界

に目を向ける絶好の機会になるものと期待しております。

世界に誇れる伊勢のおもてなしの心で内外の賓客をお迎えしたいと思います。

懸垂幕の掲出 サミット啓発用名刺の作成
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３ 伊勢志摩サミット三重県民会議

伊勢志摩サミットを成功させるため、県民と関係機関・団体、企業、市町や県が一丸

となって、県全体の総力を結集させるべく、官民一体の組織として平成 年 月 日

に設立された（事務局：三重県）。

関係市町や経済団体をはじめ、観光、通信、交通などの団体や企業で構成し、サミッ

ト関係者の宿泊先の確保やサミットを盛り上げるためのイベント実施など、官民一体で

受入体制を整え、関連事業に取り組んだ。

■県民会議 開催状況

部会名 開催日

総会

第 回 平成 年 月 日（設立総会）

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

開催結果報告会 平成 年 月 日

役員会

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

部会

第 回 平成 年 月 日（部会）

第 回 平成 年 月 日（企画運営部会、事業推進部会）

第 回 平成 年 月 日（企画運営部会、事業推進部会）

第 回 平成 年 月 日（企画運営部会、事業推進部会）

第 回 平成 年 月 日（企画運営部会、事業推進部会）

第 回 平成 年 月 日（企画運営部会、事業推進部会）

第 回 平成 年 月 日（企画運営部会）
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■伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議開催状況

開催日 議 事

平

成

年

度

平
・伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議の設置について

・今後の進め方について

平
・伊勢志摩サミットにおける伊勢市の対応方針について

・伊勢志摩サミット伊勢おもてなし市民会議の設立について

平

・伊勢志摩サミットへの取組状況の報告

・伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議部会の設置について

・伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議の進め方について

・三重県伊勢志摩サミットに係る消防特別警戒について

平 ・総務政策委員協議会への報告事項について

平

・伊勢市情報発信センター業務委託について

・伊勢志摩サミット地域連絡調整会議の報告

・おもてなし部会・情報発信部会・安全対策推進部会の状況報告

平
・伊勢市情報発信センターについて

・クリーンアップ活動について

平

成

年

度

平

・伊勢市の取組状況について

・危機管理について

・今後の予定及び庁内連携について

平

・伊勢志摩サミットにかかる状況について

・伊勢志摩サミットにかかる市の動きについて

・伊勢市情報発信センターについて

・ポストサミットにおける取組について

平

・伊勢志摩サミット開催期間中の取組結果等について

・伊勢志摩サミットにかかる取組結果等の記録書の作成について

・伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議の解散について

・ポストサミットの取組促進について

■各部会開催状況

部会名 開催日

おもてなし部会

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

情報発信部会

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

安全対策推進部会

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日
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■伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議開催状況

開催日 議 事

平

成

年

度

平
・伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議の設置について

・今後の進め方について

平
・伊勢志摩サミットにおける伊勢市の対応方針について

・伊勢志摩サミット伊勢おもてなし市民会議の設立について

平

・伊勢志摩サミットへの取組状況の報告

・伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議部会の設置について

・伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議の進め方について

・三重県伊勢志摩サミットに係る消防特別警戒について

平 ・総務政策委員協議会への報告事項について

平

・伊勢市情報発信センター業務委託について

・伊勢志摩サミット地域連絡調整会議の報告

・おもてなし部会・情報発信部会・安全対策推進部会の状況報告

平
・伊勢市情報発信センターについて

・クリーンアップ活動について

平

成

年

度

平

・伊勢市の取組状況について

・危機管理について

・今後の予定及び庁内連携について

平

・伊勢志摩サミットにかかる状況について
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・ポストサミットにおける取組について

平

・伊勢志摩サミット開催期間中の取組結果等について
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部会名 開催日
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第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

情報発信部会

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

安全対策推進部会

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日

第 回 平成 年 月 日
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（１）クリーンアップ活動の実施

伊勢志摩サミットの開催に向け、伊勢市を訪れる方々をきれいなまちでお迎えする

ため、次のとおりクリーンアップ活動を実施した。

開催日 開催場所 参加人数

平
伊勢市駅・宇治山田駅周辺、五十鈴川駅周辺、

二見浦駅周辺
約 人

平 県営サンアリーナ周辺 約 人

平 市内の自治会・区内の区域 約 人

（２）花いっぱいおもてなし運動の実施

平成 年 月 日、国際メディアセンターが設置される県営サンアリーナに隣接

する朝熊山麓公園花の広場に、 朝熊山麓に花を咲かす会の協力を得て、市民参加

型の植栽イベントを実施した。三重県立明野高等学校に育てていただいた花 株

について引き渡し式を行った後、総数 株を植えた。

【参加人数：約 人】

平 の様子（伊勢市駅周辺） 平 の様子（県営サンアリーナ周辺）

植栽の様子 引き渡し式の様子
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４ 伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議

平成 年 月 日、サミットの開催を契機として、市民及び事業者の「おもてな

し」の心を育むとともに、伊勢を訪れる方々を「おもてなし」の心を持って温かくお迎

えすることにより、何度も訪れたくなる魅力あるまちにすることを目的として、「伊勢

志摩サミット伊勢おもてなし会議（事務局：商工労政課）」を設立し、おもてなし事業

についての協議や、各団体の取組の情報共有を行った。

■会議構成

分野（役職） 所属機関・団体名

行政（会長） 伊勢市

商工観光産業（副会長） 伊勢商工会議所

市民・国際交流
伊勢市総連合自治会

伊勢市国際交流協会

教育・研究 皇學館大学

商工観光産業

小俣町商工会

（公社）伊勢市観光協会

伊勢旅館組合

二見町旅館組合

伊勢二見浦民宿組合

公共交通

近畿日本鉄道株式会社

東海旅客鉄道株式会社

三重交通株式会社

三重県タクシー協会伊勢支部

（顧問） 伊勢市議会

（オブザーバー） 伊勢警察署

■伊勢おもてなし会議開催状況

開催日 議 事

平
・伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議規約（案）について

・サミットに関する三重県及び各市町の主な動きと伊勢市の対応方針について

平

・伊勢市の取組等について

・伊勢志摩コンベンション機構の取組について

・提案事項について

平
・おもてなし会議での実施事項について

・報告事項について

平
・顧問の交代について ・伊勢市の取組について

・おもてなし会議の取組について ・報告事項について

平
・伊勢市の取組について ・おもてなし会議の取組について

・報告事項について

平

・伊勢志摩サミットに対する取組について（総括）

・ポストサミットについて（各団体の取組など）

・伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議の解散について

第 回会議の様子
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志摩サミット伊勢おもてなし会議（事務局：商工労政課）」を設立し、おもてなし事業

についての協議や、各団体の取組の情報共有を行った。

■会議構成

分野（役職） 所属機関・団体名

行政（会長） 伊勢市

商工観光産業（副会長） 伊勢商工会議所

市民・国際交流
伊勢市総連合自治会

伊勢市国際交流協会

教育・研究 皇學館大学
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小俣町商工会
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東海旅客鉄道株式会社

三重交通株式会社

三重県タクシー協会伊勢支部

（顧問） 伊勢市議会

（オブザーバー） 伊勢警察署

■伊勢おもてなし会議開催状況

開催日 議 事

平
・伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議規約（案）について

・サミットに関する三重県及び各市町の主な動きと伊勢市の対応方針について

平

・伊勢市の取組等について

・伊勢志摩コンベンション機構の取組について

・提案事項について

平
・おもてなし会議での実施事項について

・報告事項について

平
・顧問の交代について ・伊勢市の取組について

・おもてなし会議の取組について ・報告事項について

平
・伊勢市の取組について ・おもてなし会議の取組について

・報告事項について

平

・伊勢志摩サミットに対する取組について（総括）

・ポストサミットについて（各団体の取組など）

・伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議の解散について

第 回会議の様子
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５ 伊勢市が行ったサミット関連事業

（１）伊勢市情報発信センターの取組

ア 伊勢市情報発信センターの設置

伊勢志摩サミットの取材を予定している国内外のメディアの担当者に、伊勢市の魅力

を伝え、自然や歴史、店舗、食、観光などを取材してもらい、情報発信を促進し、海外

における知名度向上を図る試みとして、「伊勢市情報発信センター」を設置した。

伊勢市情報発信センターは、情報のリリース、メディア対応等の総合窓口機能を担う

「東京広報事務所」（東京の 会社内）と取材先のコーディネート等現地窓口の役割を

担う「伊勢広報事務所」の 本柱からなり、伊勢広報事務所については、既存の市施設

のなかで、アクセス環境も良い「伊勢市駅手荷物預かり所」の 階に構えた。

また、伊勢広報事務所では、英語スタッフを常駐させ、記者が仕事できるように机や

公衆無線 「 」を備え、そして発信する情報をコンテンツシートにまとめるな

ど、メディアを受け入れる体制を整えた。

平成 年 月 日には、オープニングセレモニーを実施し、式典終了後、伊勢神宮

の外宮エリア・内宮エリアのプレスツアーを実施した。

オープニングセレモニーの様子 第 回プレスツアーの様子

伊勢市情報発信センター体制図

11 
 

（３）吊下げ旗の作成

伊勢志摩サミットで来訪される方々を歓迎する意を込めて、吊下げ旗を 枚作

成し、市内の主要駅、商店街、自治会、公共施設等に配布・掲出し、市民のおもてな

し気運の醸成を図った。

（４）外国語指さし会話シートの作成

伊勢志摩サミットを機に、外国人のお客様を積極的にお迎えするべく、外国語会話

の補助ツールとして外国語指さし会話シートを作成した。

平成 年 月 日には、伊勢市国際交流協会の協力を得て、外国語指さし会話シー

トを活用した基礎セミナーを開催した。

・作成部数：物販編 部、飲食編 部、宿泊編 部、タクシー編 部

・配布先：商店、飲食店、旅館・ホテル、タクシー会社

・言語：英語、中国語（繁体字・簡体字）、韓国語

各所で掲出（写真は伊勢市駅跨線橋内） 吊下げ旗デザイン

種類の指さし会話シート 基礎セミナーの様子
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■プレスツアー関係

事項 内容 参加

オープニングセレモニー

＆第 回プレスツアー

（平 ）

・オープニングセレモニー

・神宮（外宮・内宮）、おはらい町を案内するプレ

スツアー実施

媒体

名参加

第 回プレスツアー

（平 ～ ）

・カスタマイズ可能な桜めぐりプレスツアー

・神宮や の神宮大相撲を始め、桜やグルメな

ど、プレスの取材希望に応えた

媒体

名参加

■イベントでの

東海北陸ブロック物産観光連絡協議会 情報提供会

（於：三重テラス）
平

第 回マーケティングセミナー

（於：日本経済新聞社東京本社ビル 階イベント会場）
平

東海北陸ブロック物産観光連絡協議会 情報提供会

（於：都道府県会館）
平

■主なリリース

事項 回数 内容

国内メディア向けリリース

（テレビ、新聞、雑誌、 など）

～ 媒体

回

・「伊勢市情報発信センター」を開設

・「伊勢志摩サミットプレスサポーターズ～おもてなし

～」発足

・プレスツアーのお知らせ

・伊勢市 イベント情報

・サミット限定グルメの紹介 など

在日海外メディア向けリリース

（在日外国メディア 媒体、日

本外国特派員協会）

回

・「伊勢市情報発信センター」開設、プレス向けオープニ

ングセレモニーのご案内（英語版）

・プレスツアーのお知らせ（英語版）

海外メディア向けリリース

での配信（全米、ヨ

ーロッパ、アジア太平洋地域・約

万弱媒体）、日本外国特派員協会

回

・「伊勢市情報発信センター」を開設（英語版）

・伊勢志摩サミットプレスサポーターズ～おもてなし

～プレス向けおもてなし企画のご案内（英語版） など

エ 伊勢市情報発信センターの取組による掲載件数

事項 テレビ番組 新聞 雑誌 合計

件数合計

（うち海外・英

字メディア）
（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

※取材コーディネート／情報提供／お問い合わせ対応によって掲載を把握した露出

※地方局の放送を含む
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イ 「伊勢志摩サミットプレスサポーターズ～おもてなし ～」の発足

伊勢志摩サミットに伴うメディアからの注目の高まりを受け、地域情報発信の強化策

として、メディアが取材に訪れた際に、自社の商品やサービスを し、伊勢全体の魅

力を語っていただける協力事業者を募り、平成 年 月 日、「伊勢志摩サミット プ

レスサポーターズ ～おもてなし ～」を発足した。

伊勢商工会議所、小俣町商工会、（公社）伊勢市観光協会、伊勢市産業振興会を通じ

て呼びかけを行い、 を超える店舗に参画いただいた。

平成 年 月 日には、プレスへの対応策のアドバイス等の内容で、直前ミーティ

ングを実施し、機運の盛り上げを図った。

サミット限定商品・サービスを企画する店舗やサミット前後にプレスの方々に作業ス

ペースを提供する店舗、また取材に対し協力的な店舗など、いろいろな形で来訪するプ

レスに対し、おもてなしを実施した。

ウ プレスに向けた各種広報活動

伊勢志摩サミットに向けた注目の高まりに伴い、在京や外国の日本駐在メディア等を

対象としたプレスツアー（ 回）や、在京のメディアを対象としたイベント等に参加し、

伊勢市情報発信センターの取組を紹介するなど、広報活動を行った。

また、伊勢市情報発信センターの取組や、プレスサポーターズの各店舗の情報などを

東京広報事務所から在京や外国の日本駐在メディア（ＴＶ、新聞、雑誌、ＷＥＢ）等に

リリースし、伊勢志摩サミットの好機を逃さないよう努めた。

集合写真（直前ミーティングにて） プレスパス

第 回プレスツアーの様子 情報提供会の様子（都道府県会館）
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■プレスツアー関係
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リリースし、伊勢志摩サミットの好機を逃さないよう努めた。

集合写真（直前ミーティングにて） プレスパス

第 回プレスツアーの様子 情報提供会の様子（都道府県会館）
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■サミット給食 メニュー表

小学校 中学校

日付 国名 メニュー 日付 国名 メニュー

アメリカ ポークビーンズ イタリア
ウィンナーとポテトの

ピザソース焼き

カナダ サーモングリル
ドイツ

鶏肉とじゃが芋の

ケチャップ煮アメリカ コーンチャウダー

ドイツ
手作りハンバーグ

じゃがいもスープ

アメリカ ポークビーンズ

カナダ メープルジャム

イギリス フィッシュ＆チップス フランス 鮭のムニエル

イタリア
ミラノ風カツレツ

ミネストローネスープ
イタリア

ミラノ風カツレツ

ミネストローネスープ

アメリカ
ジャンバラヤ

コーンチャウダー

（５）小中学校への啓発グッズの配布

小中学生に伊勢志摩サミット開催を広く周知し、未来に記憶を留めてもらうため、伊

勢志摩サミット開催 週間前の平成 年 月 日、市立の小中学校の児童生徒達にサ

ミットについて啓発するとともに、啓発グッズを配布した。

【小学生】定規・鉛筆（ 本）セット

【中学生】定規・シャープペンシルセット

プレスツアーの様子 サミット給食の説明

啓発（サミット授業）の様子 啓発グッズを手にする小学生
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（２）カウントダウンボードの製作

三重県立伊勢工業高等学校の機械科、電気科、建築科の３科共同により、それぞれの

専門技術を生かし、「伊勢らしさ、伊勢をイメージできるもの」として製作に取り組ん

でいただいた。伊勢志摩サミット開催 日前の平成 年 月 日に市役所本館１

階にてカウントダウンボード除幕式を執り行った。カウントダウンボードはサミットが

閉幕されるまで市役所本館１階に展示した。

（３）サミット仕様行灯の製作

外宮参道発展会が主体となり設置する行灯 基のうち伊勢市駅前広場にある 基を、

サミット参加国（伊・加・仏・米・英・独）をイメージしたデザインのものに取り替え、

平成 年 月 日からサミット閉幕まで駅前を彩った。

材質は、従来のものと同様に、伊勢市の伝統工芸品である伊勢和紙を使用し、デザイ

ンに使用した写真は、三重県立宇治山田高等学校、皇學館高等学校の写真部の協力を得

た。

（４）サミット給食の実施

子どもたちが、外国の食文化や世界について興味や関心を持つとともに、サミット開

催の気運を醸成するため、参加国の特色ある料理を学校給食で提供した。

平成 年 月 日には、外務省主催のプレスツアーが実施され、五十鈴中学校にて

サミット給食の取材が行われた。

写真を撮影した高校生 サミット仕様行灯（写真は米国版）

除幕式の様子 カウントダウンボード
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エ 国際メディアセンター（ＩＭＣ）アネックスの公開への参加促進

伊勢志摩サミット三重県民会議では、伊勢志摩サミットの現場を、次世代を担う県内

の子ども達をはじめ、県民に肌で感じてもらうことを目的に、サミット閉幕後に期間限

定でＩＭＣアネックスを公開することとしたため、市では子ども達の国際感覚の醸成の

絶好の機会ととらえ、積極的な参加を促した。

◆公開期間：平成 年 月 日～ 月 日

◆市立小中学校参加状況： 小学校、 中学校 計 名

完成した作品 作成する小学生

見学する小学生（実際に使われたテーブル） 見学する中学生（政府広報展示スペース）
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（６）市内の学校における取組

ア 「国際理解・国際交流プログラム」

サミット参加国への理解や交流を深めるため、伊勢志摩サミット三重県民会議主催の

「国際理解・国際交流プログラム」を活用した授業等を実施した。

日付 学校名 日付 学校名

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

神社幼稚園

伊勢学園高等学校

城田中学校

港中学校

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

宇治山田商業高等学校

国際交流フェスティバル

皇學館中学校

イ 「イチからわかるサミット塾」

次世代を担う子ども達が、外交についての関心を高めるとともに、伊勢志摩サミット

を世代を超えて盛り上げるため、外務省の若手職員による出前授業「イチからわかるサ

ミット塾」を活用した授業等を実施した。

日付 学校名 日付 学校名

平成 年 月 日

平成 年 月 日

沼木中学校

皇學館高等学校

平成 年 月 日

平成 年 月 日

有緝小学校

進修小学校

ウ 「世界一大きな絵 伊勢志摩サミット」

特定非営利活動法人アース・アイデンティティー・プロジェクツでは、世界の子ども

たちが、国や宗教・人種を越えて一枚の「世界一大きな絵」を製作することにより、共

通の喜びを分かち合い、情操を育み、世界平和に対する意識を育てていく「世界一大き

な絵 」に取り組み、伊勢市内では進修、明倫、豊浜東、上野小学校が参加した。

また、製作した伊勢市の 小学校の絵は、県内の他の作品とつなぎ合わせ、「世界一

大きな絵 伊勢志摩サミット」として、平成 年 月 日の鳥羽市ミキモト真

珠島における配偶者プログラムの際にお披露目された。

イチからわかるサミット塾の様子（進修小）国際理解・国際交流プログラムの様子（神社幼） 
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（７）その他

所属 事業 実施時期 内容

企
画
調
整
課

市ＨＰでの情報発信
平

～随時更新

伊勢市のホームページにて、サミットに関する情報を

随時更新し、発信した。

懸垂幕の設置
平

～平

伊勢志摩サミットの開催を盛り上げていくため、市役

所本庁舎、市観光文化会館に懸垂幕を掲出した。

名刺の作成 平 ～
伊勢志摩サミット開催を広く周知するため、サミット

啓発用の名刺を作成した。

職員セミナーの開催 平

伊勢志摩サミットに向けた市職員の意識向上、市の体

制整備にあたり、有識者の講義を通してサミットへの

理解を深めるセミナーを開催した【写真①】。

広報いせへの

特集記事等の掲載

号～

号、 号
広報いせにてサミット関連情報を掲載した。

公用車啓発

マグネット貼付

平

～平

伊勢志摩サミットの開催を広く周知し、歓迎機運を盛

り上げるため、公用車 台に啓発マグネットを貼付

した【写真②】。

啓発用タオルの配布 平 ～

サミット開催を広く周知するため、啓発用タオルを

枚作成し、クリーンアップ活動等に参加してい

ただいた方等に配布した【写真③】。

伊勢市ペットボトル

水のＰＲ
平

サミット開催期間中、国内外のメディア関係者の作業

拠点となる国際メディアセンター等にペットボトル水

を配置し、伊勢市の水のＰＲを実施した【写真④】。

市役所本館１Ｆエレ

ベーター前にパネル

展示

平

～平

サミット開催 日前ウィークにあたる平成 年 月

日からサミット参加国を紹介するパネルを展示し

た。

１ ２

３ ４
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オ その他

学校等 内容

各小中学校

社会科、外国語、家庭科、学活、集会などの時間にサミット参加

国等の国旗、地理、歴史、言語、文化、食などについて、調べ学

習や新聞学習等のサミット学習を実施

神社・宮山・今一色小学校 ロゴマークの作成・応募

中島小学校

英語に親しむ授業で「おもてなしの心でわたしたちの伊勢市を

英語で紹介しよう」を実施。講師は宇治山田商業高等学校国際科

の生徒

二見浦・五峰・高城保育園 国旗作り

修道・有緝・神社・佐八・北浜小学校、

倉田山・五十鈴・小俣・御薗中学校
学校花壇等への花の植栽、記念植樹の実施

明倫・大湊小学校、厚生・豊浜・小俣

中学校

こども環境フォーラムや子どもふるさとサミットにおいて児童

生徒が発表等を行い、校内でも還流報告会を実施

国旗作りに取り組む園児の様子 こども環境フォーラムの様子

子どもふるさとサミットの様子 学校での花の植栽の様子
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（７）その他

所属 事業 実施時期 内容

企
画
調
整
課

市ＨＰでの情報発信
平

～随時更新

伊勢市のホームページにて、サミットに関する情報を
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平

～平
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号、 号
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サミット開催を広く周知するため、啓発用タオルを
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サミット開催 日前ウィークにあたる平成 年 月

日からサミット参加国を紹介するパネルを展示し
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１ ２

３ ４
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オ その他

学校等 内容
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社会科、外国語、家庭科、学活、集会などの時間にサミット参加

国等の国旗、地理、歴史、言語、文化、食などについて、調べ学

習や新聞学習等のサミット学習を実施

神社・宮山・今一色小学校 ロゴマークの作成・応募

中島小学校

英語に親しむ授業で「おもてなしの心でわたしたちの伊勢市を

英語で紹介しよう」を実施。講師は宇治山田商業高等学校国際科

の生徒

二見浦・五峰・高城保育園 国旗作り

修道・有緝・神社・佐八・北浜小学校、

倉田山・五十鈴・小俣・御薗中学校
学校花壇等への花の植栽、記念植樹の実施

明倫・大湊小学校、厚生・豊浜・小俣

中学校

こども環境フォーラムや子どもふるさとサミットにおいて児童

生徒が発表等を行い、校内でも還流報告会を実施

国旗作りに取り組む園児の様子 こども環境フォーラムの様子

子どもふるさとサミットの様子 学校での花の植栽の様子
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所属 事業 実施時期 内容

観
光
誘
客
課

伊勢志摩事典の作成

（伊勢志摩観光コン

ベンション機構）

平

伊勢志摩地域を訪れる国内外報道関係者等に伊勢志

摩の伝統、文化、歴史及び食などについての情報を提

供し、当地域の理解を深め、当地域の魅力を発信する

ツールとして伊勢志摩事典を作成した【写真⑦】。

英国での情報発信
平 、

平

市の知名度向上を目的に在英国日本国大使館等にて

旅行会社やプレス、政府関係者等に向け三重県・伊勢

市の情報を発信した【写真⑧】。

映像コンテンツの作

成（伊勢志摩観光コン

ベンション機構）

平

伊勢志摩サミットで当地域に訪れる国内外の報道関

係者に、伊勢志摩の魅力を発信するべく、 映像を作

成した。

伊勢志摩観光ＨＰの

充実化（伊勢志摩観光

コンベンション機構）

平

伊勢志摩サミットで国内外からの検索回数が増える

ことが見込まれるため、伊勢志摩観光ＨＰを魅力的で

充実したものとした。

監
理
課

木造船から伊勢の

街を眺めよう！

平成 年 月

～ 月の第 、

日曜日

サミット開催を記念して、 月～ 月の第 、 日曜日

に運航している木造船みずきの周遊について、通常

円の料金を訪日外国人は無料、その他は 円

とした。

交
通
政
策
課

おかげバス車内への

伊勢志摩サミット

吊下げ旗の掲示

平

～平

おかげバス車内（運転席後）に伊勢志摩サミット吊下

げ旗を掲示し、開催までの間、利用者に対する周知・

啓発活動を行った。

基
盤
整
備
課
・
維
持
課

サンアリーナ周辺

道路の良好な環境づ

くり

平

～平

多くの来訪者があるサンアリーナ周辺道路を良好な

状態に保持するため、道路舗装、サイン、人道ボック

スの整備改修を行い、道路周辺の除草や桝などの清掃

を行った。また、伊勢二見鳥羽ラインの法面に花文字

の植栽を行った【写真⑨】。

五十鈴川駅駅前広場

の景観整備等

平

～平

内宮の最寄り駅である近鉄五十鈴川駅の駅前広場の

舗装、植栽整備を行い、歩道路面の清掃を行った。

はなのまちづくり

推進事業

平

～平

はなのまちづくり推進事業団体に呼びかけ、各花壇に

花苗の植え付け等を行った。 団体で実施【写真⑩】。

９
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所属 事業 実施時期 内容

人
権
政
策
課

「ヒロシマ・ナガサキ

原爆展」の共催

平

～平

伊勢志摩サミットの開催に合わせて広島市、長崎市の

主催による「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」を三重県と

ともに共催した。会場は伊勢市観光文化会館。

初日は、オープニングセレモニー及び被爆樹木二世苗

木授与式を行った。観覧人数は延べ 人。

環
境
課

ノーマイカー

ウィークの実施

平

～平

地球温暖化対策として、毎月第三月曜の属する週に庁

内で取り組んでいるノーマイカーウィークを、サミッ

ト実施に係る交通規制による混雑緩和に寄与するため

に、サミット開催期間に実施した。

商
工
労
政
課

クレジットカード

決済機器導入の促進
平成 年度

インバウンド対応の強化を含めた観光客の利便性の向

上と商業環境の近代化を目的に、クレジットカード決

済機器導入に係る補助金を創設した。

観
光
振
興
課

事業者向け研修の

実施
平

観光文化会館にて、市・商工会議所・観光協会の共催

で、「外国人観光客受け入れ入門講座」を実施した。

外国語対応の強化 平 ～
市の観光案内所に外国語対応可能な人材を 名増員し

た。

環境の整備 平 ～

市内 箇所の観光案内所と手荷物預かり所の 設

備の増強（接続数、接続時間の増）を進め、新たに市

役所本庁舎への 設備を設置した【写真⑤】。

【県民会議事業関係】

インフォメーション

センターの運営

平

～平

伊勢市駅及び近鉄宇治山田駅にインフォメーションセ

ンターを設置し、県の派遣する外国語ボランティアを

配置し運営した【写真⑥】。

多言語対応マップの

作成
平

外国人観光客を迎えるため、多言語対応マップを作成。

英語・中国語（繁体・簡体）・韓国語・仏語・独語・ス

ペイン語・イタリア語各 部作成

５ ６

８７
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所属 事業 実施時期 内容

人
権
政
策
課

「ヒロシマ・ナガサキ

原爆展」の共催

平

～平

伊勢志摩サミットの開催に合わせて広島市、長崎市の

主催による「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」を三重県と

ともに共催した。会場は伊勢市観光文化会館。

初日は、オープニングセレモニー及び被爆樹木二世苗

木授与式を行った。観覧人数は延べ 人。

環
境
課

ノーマイカー

ウィークの実施

平

～平

地球温暖化対策として、毎月第三月曜の属する週に庁

内で取り組んでいるノーマイカーウィークを、サミッ

ト実施に係る交通規制による混雑緩和に寄与するため

に、サミット開催期間に実施した。

商
工
労
政
課

クレジットカード

決済機器導入の促進
平成 年度

インバウンド対応の強化を含めた観光客の利便性の向

上と商業環境の近代化を目的に、クレジットカード決

済機器導入に係る補助金を創設した。

観
光
振
興
課

事業者向け研修の

実施
平

観光文化会館にて、市・商工会議所・観光協会の共催

で、「外国人観光客受け入れ入門講座」を実施した。

外国語対応の強化 平 ～
市の観光案内所に外国語対応可能な人材を 名増員し

た。

環境の整備 平 ～

市内 箇所の観光案内所と手荷物預かり所の 設

備の増強（接続数、接続時間の増）を進め、新たに市

役所本庁舎への 設備を設置した【写真⑤】。

【県民会議事業関係】

インフォメーション

センターの運営

平

～平

伊勢市駅及び近鉄宇治山田駅にインフォメーションセ

ンターを設置し、県の派遣する外国語ボランティアを

配置し運営した【写真⑥】。

多言語対応マップの

作成
平

外国人観光客を迎えるため、多言語対応マップを作成。

英語・中国語（繁体・簡体）・韓国語・仏語・独語・ス

ペイン語・イタリア語各 部作成

５ ６

８７
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所属 事業 実施時期 内容

観
光
誘
客
課

伊勢志摩事典の作成

（伊勢志摩観光コン

ベンション機構）

平

伊勢志摩地域を訪れる国内外報道関係者等に伊勢志

摩の伝統、文化、歴史及び食などについての情報を提

供し、当地域の理解を深め、当地域の魅力を発信する

ツールとして伊勢志摩事典を作成した【写真⑦】。

英国での情報発信
平 、

平

市の知名度向上を目的に在英国日本国大使館等にて

旅行会社やプレス、政府関係者等に向け三重県・伊勢

市の情報を発信した【写真⑧】。

映像コンテンツの作

成（伊勢志摩観光コン

ベンション機構）

平

伊勢志摩サミットで当地域に訪れる国内外の報道関

係者に、伊勢志摩の魅力を発信するべく、 映像を作

成した。

伊勢志摩観光ＨＰの

充実化（伊勢志摩観光

コンベンション機構）

平

伊勢志摩サミットで国内外からの検索回数が増える

ことが見込まれるため、伊勢志摩観光ＨＰを魅力的で

充実したものとした。

監
理
課

木造船から伊勢の

街を眺めよう！

平成 年 月

～ 月の第 、

日曜日

サミット開催を記念して、 月～ 月の第 、 日曜日

に運航している木造船みずきの周遊について、通常

円の料金を訪日外国人は無料、その他は 円

とした。

交
通
政
策
課

おかげバス車内への

伊勢志摩サミット

吊下げ旗の掲示

平

～平

おかげバス車内（運転席後）に伊勢志摩サミット吊下

げ旗を掲示し、開催までの間、利用者に対する周知・

啓発活動を行った。

基
盤
整
備
課
・
維
持
課

サンアリーナ周辺

道路の良好な環境づ

くり

平

～平

多くの来訪者があるサンアリーナ周辺道路を良好な

状態に保持するため、道路舗装、サイン、人道ボック

スの整備改修を行い、道路周辺の除草や桝などの清掃

を行った。また、伊勢二見鳥羽ラインの法面に花文字

の植栽を行った【写真⑨】。

五十鈴川駅駅前広場

の景観整備等

平

～平

内宮の最寄り駅である近鉄五十鈴川駅の駅前広場の

舗装、植栽整備を行い、歩道路面の清掃を行った。

はなのまちづくり

推進事業

平

～平

はなのまちづくり推進事業団体に呼びかけ、各花壇に

花苗の植え付け等を行った。 団体で実施【写真⑩】。

９
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所属 事業 実施時期 内容

人
権
政
策
課

「ヒロシマ・ナガサキ

原爆展」の共催

平

～平

伊勢志摩サミットの開催に合わせて広島市、長崎市の

主催による「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」を三重県と

ともに共催した。会場は伊勢市観光文化会館。

初日は、オープニングセレモニー及び被爆樹木二世苗

木授与式を行った。観覧人数は延べ 人。

環
境
課

ノーマイカー

ウィークの実施

平

～平

地球温暖化対策として、毎月第三月曜の属する週に庁

内で取り組んでいるノーマイカーウィークを、サミッ

ト実施に係る交通規制による混雑緩和に寄与するため

に、サミット開催期間に実施した。

商
工
労
政
課

クレジットカード

決済機器導入の促進
平成 年度

インバウンド対応の強化を含めた観光客の利便性の向

上と商業環境の近代化を目的に、クレジットカード決

済機器導入に係る補助金を創設した。

観
光
振
興
課

事業者向け研修の

実施
平

観光文化会館にて、市・商工会議所・観光協会の共催

で、「外国人観光客受け入れ入門講座」を実施した。

外国語対応の強化 平 ～
市の観光案内所に外国語対応可能な人材を 名増員し

た。

環境の整備 平 ～

市内 箇所の観光案内所と手荷物預かり所の 設

備の増強（接続数、接続時間の増）を進め、新たに市

役所本庁舎への 設備を設置した【写真⑤】。

【県民会議事業関係】

インフォメーション

センターの運営

平

～平

伊勢市駅及び近鉄宇治山田駅にインフォメーションセ

ンターを設置し、県の派遣する外国語ボランティアを

配置し運営した【写真⑥】。

多言語対応マップの

作成
平

外国人観光客を迎えるため、多言語対応マップを作成。

英語・中国語（繁体・簡体）・韓国語・仏語・独語・ス

ペイン語・イタリア語各 部作成

５ ６

８７
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（３）公共施設等危機対応マニュアルの作成

伊勢志摩サミットの開催を控え、市では公共施設の管理者等への注意喚起と管理の徹

底を促すため、「公共施設等危機対応マニュアル」を作成した。

また、テロ対策を推進するため伊勢警察署が中心となって発足した「テロ対策伊勢地

区パートナーシップ」の活動の一環として、伊勢警察署警備課長を講師に招き、平成

年 月 日に、「施設管理者等を対象としたテロ対策研修会」を開催した。

（４）その他

■各学校の対応（伊勢市内分）

区分 内容

県立学校
伊勢志摩・松阪地域の学校において 月 日～ 日（一部の学校は同月 日～

日）をそれぞれ休業日とし、主に夏季休業期間を短縮し、授業を実施

公立小中学校

二見小、二見中において、主に夏季休業期間を短縮し、 月 日～ 日を休業日と

した。また、サミット開催期間等に予定していた春開催の運動会や 月実施の修学

旅行を 月へ変更した

私立学校

・休業した学校及び休業日

月 日～ 日 皇學館中学校、皇學館高等学校、伊勢学園高等学校

月 日～ 日 皇學館大学

※中学校及び高等学校は、主に夏季休業期間を短縮し、授業を実施。大学において

は、実施しなかった講義は春学期中に実施

研修会の様子公共施設等危機
対応マニュアル
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６ 危機管理対策

（１）危機対策会議の設置

サミット開催時における危機管理事案については、伊勢市危機管理計画により執り行

うこととし、開催 ヶ月前の平成 年 月 日からサミット終了までの期間、危機対

策会議を継続して設置した。

【設置期間 平成 年 月 日～ 月 日】

会議開催日 内容

第 回 平成 年 月 日
１ 危機対策会議の設置と運用について

２ 伊勢志摩サミットに向けた取組状況について

第 回 平成 年 月 日
１ これまでの経過と報告の取りまとめについて

２ 報告事項について

（２）各所属の取組

所属 期間 内容

全所属
平 ～ 所管施設の警備（パトロール）強化

平 ～ 公共工事の休止

総務部 平 ～ 不正メールログ監視強化

危機管理部
平 ～ 危機対策会議本部 時間体制

平 ～ 青色防犯パトロール強化

都市整備部 平 ～ 事務所待機・道路パトロール 時間体制

上下水道部

平 ～ 水道管理センター（中須水源地） 時間体制

平 ～ 水道施設パトロール 時間体制

平 ～ 五十鈴川中村浄化センター 時間体制

平 ～ 上下水道総務課 時間体制

消防本部 平 ～ 消防特別警戒及び消防団区域パトロール
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８ 消防・救急医療対策

（１）消防特別警戒

伊勢志摩サミット開催にあたり、伊勢市及び警戒対象物である国際メディアセンター

並びに伊勢神宮等における火災等の未然防止と災害発生時の消防活動に万全を期すた

め、仮設の国際メディアセンター現地警戒本部施設の設置及び体制の強化を図った。

ア 伊勢地区警戒本部

警戒期間：平成 年 月 日～ 月 日

設置場所：伊勢市消防本部

体 制：警戒期間中、地区警戒本部に管理職 名を配置し、警戒体制の充実を

図った。また、志摩広域消防組合消防本部に設置された統括警戒本

部と国際メディアセンター現地警戒本部との連携体制を強化するた

め、通信員 名の増強を図った。

イ 国際メディアセンター現地警戒本部

警戒期間：平成 年 月 日～ 月 日

設置場所：伊勢市朝熊町 三重県広域防災拠点（伊勢志摩拠点）

体 制：県内及び他県の消防本部から応援を受け、指揮隊、ポンプ隊、化学消

防隊、はしご隊、水槽隊、特殊災害対応隊、除染隊、救助隊、救急隊

及び情報員並びに予防警戒員の 名が 時間体制で国際メディア

センターにおける警戒及び首脳等が伊勢神宮を訪問する際等の移動

警戒を実施した。伊勢市消防本部からはポンプ隊、救急隊及び情報員

並びに予防警戒員の 台 名を現地警戒本部に、また、調整本部員

として統括警戒本部に 名の派遣を行った。

メディアセンター現地警戒本部メディアセンター現地警戒本部結団式
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７ 交通対策

（１）伊勢志摩サミット交通対策推進ワーキンググループ

官民一体の日本型テロ対策を恒常的に推進するための枠組みである“テロ対策三重パ

ートナーシップ”の中で、警察、関係機関、企業により「交通対策推進ワーキンググル

ープ」を組織し、交通総量抑制のための方策等を検討、協議した。

会議開催日 内容

第 回 平成 年 月 日
１ 伊勢志摩サミットをめぐる情勢等

２ 交通対策推進ワーキンググループにおける取組

第 回 平成 年 月 日
１ 交通総量抑制対策における広報

２ 交通総量抑制対策の取組状況

第 回 平成 年 月 日

１ 交通総量抑制対策に係る三重県の取組と進捗状況について

２ 伊勢志摩サミットに向けたＷＧ（※）各団体の取組紹介

３ 伊勢志摩サミットにおける交通総量抑制に向けた取組につい

て

４ 伊勢志摩サミットにおける交通規制について

※ＷＧ･･･ワーキンググループの略

（２）交通総量抑制に係る啓発

三重県警察から平成 年 月 日、公共交通機関の利用、マイカー利用の自粛、事

業用車両の運行調整による混雑緩和の協力を呼び掛けるチラシの配布、また同年 月

日には交通規制チラシの配布があったことを受け、市内事業所等への配布、市ホー

ムページへの掲載等を通じ広く市民周知に努めた。

交通規制期間 平成 年 月 日～ 月 日

期間中の交通総量抑制行動

・不要不急の乗用車利用の自粛

・通勤時における公共交通機関利用の促進

・移動時の乗り合い乗車の促進

・期間中における不要不急の会議、イベント等の自粛

から配布のチラシ から配布のチラシ
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９ 伊勢志摩サミット公式行事（伊勢市関係分）

（１）Ｇ７各国首脳による神宮訪問

平成 年 月 日、伊勢志摩サミット開催に際し、Ｇ７首脳 名は、伊勢神宮内宮

を訪問された。神宮附属幼稚園の園児 名による歓迎を受け到着したＧ７首脳は、鈴

木三重県知事及び南勢志摩地域の小学生 名（伊勢市から進修小学校児童 名）とと

もに記念植樹を行った後、神宮の荘厳で凛とした空気を味わいつつ、正宮を訪れられた。

なお、鈴木市長は、岸田外務大臣等とともに、参集殿でＧ７首脳を出迎えた。

（２）配偶者プログラム

サミット期間中、Ｇ７首脳とともに来県された配偶者には、外務省主催のＧ７伊勢志

摩サミット配偶者プログラムが実施された。

平成 年 月 日には、伊勢神宮内宮訪問、「杉風荘」（市宇治今在家町地内）にお

ける昼食会のあと、鳥羽市のミキモト真珠島を訪問され、ミキモト真珠島所属海女の採

取デモンストレーション見学、真珠博物館見学、真珠採取体験、海女との交流、太鼓演

奏に続いて、伊勢音頭体験を楽しんでいただき、日本文化への理解を深められた。

伊勢音頭保存会と「伊勢っ子（※）」が踊りを披露した後、配偶者も加わり一緒に輪

になって、参加者全員が伊勢音頭を踊った。

このプログラムには，ヨアヒム・ザウアー・ドイツ首相夫君，ソフィー・グレゴワー

ル＝トルドー・カナダ首相夫人及びマウゴジャータ・トゥスク欧州理事会議長夫人が参

加された。

※伊勢っ子とは、観光客の方々をお出迎えし、交流することを通して、身近で気づかなかった伊勢の魅力

を見つけ、伊勢をもっと好きになる事業に参加している小学生

（３）パラスポーツ体験イベント

記念植樹の様子 参集殿で 首脳を出迎える鈴木伊勢市長

伊勢音頭体験の様子 集合写真（ミキモト真珠島）
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応援消防本部（庁局）等［統括警戒本部からの消防ヘリ含む］

都府県

（ 都、 府、 県）
東京都、神奈川県、静岡県、愛知県、京都府、兵庫県、三重県

消防本部（庁局） 東京消防庁、横浜市消防局、浜松市消防局、名古屋市消防局、衣浦東部広域連

合消防局、豊川市消防本部、京都市消防局、神戸市消防局、桑名市消防本部、

津市消防本部、松阪地区広域消防組合消防本部、名張市消防本部

ウ 消防団パトロール

消防団所管区域の公共施設等の警戒パトロールを実施した。

警戒期間：平成 年 月 日（火）～ 月 日（日）

警戒対象 実施回数（回） 延べ人員（人）

公共施設等

（２）救急医療体制の強化

市立伊勢総合病院では、平成 28 年 5 月 25 日から 5 月 28 日まで、救急医療・災害医

療・ＮＢＣテロ等への対応、地元住民への通常医療にかかる影響を最小限にするなどの

ために、救護・医療班（ＤＭＡＴチーム）を チーム受け入れた。

また、市立伊勢総合病院としても救急受入体制を強化し、平成 年 月 日の従来

の救急輪番日に加え、平成 年 月 日も救急輪番を追加で受け持ち、 日及び

日の救急非輪番日にも準輪番体制をとり救急患者を受け入れた。

 

消防戦術会議の様子 総務省消防庁統括官 上空視察の様子

全体ミーティングの様子 救急外来での様子
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応援消防本部（庁局）等［統括警戒本部からの消防ヘリ含む］
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イ 欧州連合高官 原爆展 訪問

伊勢志摩サミットの開催に合わせ、平成 年 月 日から 日までの間、伊勢市

観光文化会館で、広島・長崎両市主催による「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」が開催され

た。

月 日には欧州連合代表団高官が会場を訪れ、出迎えた伊勢市長と伊勢市議会議

長と共に展示品を見学した。

ウ 英国首相同行プレスによる皇學館大学生との交流

県や県内市町等から、県内市町・大学の交流プログラムを在京大使館等に対し提案し、

交流実現に向けた働きかけを行った。

伊勢市内では、平成 年 月 日、伊勢志摩サミットのため、英国のデーヴィッ

ド・キャメロン首相らとともに来日した公式プレス一行が皇學館大学を訪問された。

当日はサミットの影響により全学休講であったが、教職員・学生合わせ総勢 名で

一行を出迎えた。雅楽部学生による演奏や舞の披露が行われた後、皇學館大学学生との

交流を楽しまれた。

雅楽部学生による披露 集合写真

記念撮影 見学の様子
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（３）パラスポーツ体験イベント

伊勢志摩サミット開催期間中の平成 年 月 日、伊勢フットボールヴィレッジに

おいて、外務省主催によるパラスポーツ体験イベントが開催された。イベントには愛知

県のインターナショナルスクールの児童 名と四郷小学校 年生の児童 名が参加

し、パラリンピック出場経験のあるアスリートの指導の下、パラスポーツを体験するな

ど障がい者スポーツへの理解を深めた。

イベントには市長も参加し、また、国際メディアセンターの視察に訪れた安倍首相夫

人、ソフィー・グレゴワール＝トルドー・カナダ首相夫人及びマウゴジャータ・トゥス

ク欧州理事会議長夫人が知事と共に会場を訪れた。

（４）その他

ア 国際メディアセンター関係

平成 年 月 日、外務省は伊勢志摩サミットに伴う国際メディアセンターを県営

サンアリーナ（伊勢市朝熊町）に設置することを決定した。同センターは、国内外の報

道関係者の作業場として利用されるが、既存施設ではスペースが不足するため、隣接す

る駐車場に仮設施設（アネックス）が整備された。 月 日から 月 日までの 日

間で国内外報道関係者約 人が利用した。

平成 年 月 日にパース除幕式、平成 年 月 日に完成記念式典及び祝典

が執り行われた。

国際メディアセンター外観（三重県営サンアリーナ）

パラ陸上の体験の様子 集合写真

国際メディアセンターアネックス外観
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■首脳及び首脳配偶者の食事等にかかる食材等の利用について（伊勢市関係分）

活用機会 内容 事業者等

首
脳

ワーキングランチ

空豆（前菜）

里芋（焚合せ）

伊勢醤油（造り）

コーヒーブレイク・カクテル 伊勢茶生チョコレート 有 ふらんす

ワーキングディナー トマト（前菜）

ワーキングランチ

伊勢どり（口取り）

空豆（口取り）

鱚（揚げ物）

穴子（寿司）

浅利（御椀）

使用された食器類 伊勢春慶塗二重弁当箱

配
偶
者

安倍総理大臣夫人主催昼食会

穴子（八寸）

味噌（味噌汁） 三重県立明野高校

ナプキン

酒杯

株

ボルボレッタ

※伊勢志摩サミット食の報告会資料･伊勢志摩サミット三重県民会議 より

■国際メディアセンターダイニングメニュー 食材の採用について（伊勢市関係分）

メニュー名 提供日 内容 事業者等

かけ蕎麦 昼 ネギ（伊勢のねぎらいねぎ） 伊勢農業協同組合

伊勢うどん
昼
昼

ネギ（伊勢のねぎらいねぎ） 伊勢農業協同組合

ミニ天丼 昼 キヌサヤ －

さくらポークと地野菜の焼きソバ 昼 もやし －

具だくさん「伊勢美稲豚汁」 夕 味噌 株 糀屋

ハマグリとアオサの味噌汁 昼
ネギ（伊勢のねぎらいねぎ） 全国農業協同組合中央会

地産味噌 株 糀屋

カットフルーツ 昼 イチゴ（かおり野） 全国農業協同組合中央会

かき揚げ天茶漬 昼 キヌサヤ －

三重県産真鯛の竜田揚げ地産野菜

の和風あんかけ
夕 三つ葉 －

伊勢海老のビスク 夕 地産味噌 株 糀屋

剥き身アサリの癒しスープ 夕 ネギ（伊勢のねぎらいねぎ） 伊勢農業協同組合

フルーツカクテル 夕 イチゴ（かおり野） 全国農業協同組合中央会

あれこれ 夕 イチゴ（かおり野） 全国農業協同組合中央会

伊賀産グリーンアスパラガスの

ポタージュ
朝 牛乳 有 山村牛乳

熊野地鶏と地卵のすき煮 昼 三つ葉 全国農業協同組合中央会

伊勢のねぎらいねぎ蕎麦 昼 ネギ（伊勢のねぎらいねぎ） 伊勢農業協同組合

かき揚げ丼 昼 キヌサヤ －

三重のアワビと三つ葉の澄まし汁 夕 三つ葉 全国農業協同組合中央会

三重のマハタと三つ葉の澄まし汁 夕 三つ葉 全国農業協同組合中央会

※伊勢志摩サミット食の報告会資料より
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伊勢志摩サミットに係る諸調整

（１）三重県民会議との調整

ア 各種要望・提案

伊勢志摩サミットは、伊勢を する絶好の機会であるため、伊勢志摩サミット公式

行事及びその関連事業実施に向けた伊勢志摩サミット三重県民会議からの照会等に対

し、庁内の関係部署等と協議し、要望・提案を行った。

項目 要望・提案 結果

配偶者プログラム訪問

先の提案

①伊勢神宮

②二見浦（二見興玉神社参拝、賓日館見学）

③大喜（神宮と食に関する講義、神撰にちな

んだ料理を召し上がってもらう）

配偶者プログラムにて

伊勢神宮訪問実現

配偶者プログラムのコ

ンテンツ案の提案
伊勢っ子と伊勢音頭の体験

配偶者プログラムにて実現

（於：ミキモト真珠島）

伊勢志摩サミット関連

事業に活用するための

食材の推薦

横輪芋、蓮台寺柿、青ねぎ、かぼちゃ、トマ

ト、いちご、アサリ、蛤、あなご
次ページ

レセプション等での実

施可能な伝統芸能等の

提案

一色能・木遣・伊勢音頭・雅楽と舞楽の公演・

皇學館高校吹奏楽部・茶道 裏千家

アメリカ先遣隊歓迎夕食会に

て伊勢神宮奉仕会青年部によ

る木遣り披露実現

海外プレスツアーへの

提案

伊勢神宮・おはらい町・国名勝二見浦・金剛

證寺・河崎の町並み 等 提案

県民会議主催のプレスツアー

にて伊勢神宮訪問（ ）

伊勢志摩サミット参加

各国との交流提案

交流プログラム企画案提案書（アメリカ合衆

国）提出（ 月 日）
実現せず

ジュニアサミット三重

県開催に係る分散型体

験・交流コンテンツ等の

提案

伊勢安土桃山文化村、中高生との伊勢音頭交

流

伊勢神宮（外宮・内宮）訪問、

せんぐう館見学

欧州連合首脳との交流

における提案

交流プログラム企画案提案書（欧州連合）提

出（ 月 日）
実現せず

伊勢志摩サミット・三重

県情報館（仮称）展示コ

ンテンツの提案

伊勢神宮（模型展示） 伊勢神宮（映像投影）
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■首脳及び首脳配偶者の食事等にかかる食材等の利用について（伊勢市関係分）

活用機会 内容 事業者等
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伊勢志摩サミットに係る諸調整

（１）三重県民会議との調整
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オ 配偶者プログラム

平成 年 月 日、伊勢っ子との伊勢音頭体験を提案後、 月上旬に三重県を通じ

実施に向けての調整を行う旨の連絡があり、伊勢っ子の保護者への説明会を行い、演目

や出演者の送迎等の諸調整を外務省等と行った。

また、伊勢音頭保存会の指導のもと、 月から 月にかけて伊勢っ子の伊勢音頭練習

会を 回開くなど、本番に向けて備えた。

加えて、配偶者がミキモト真珠島への到着時の出迎え及び交流行事に知事と共に伊勢

市長、鳥羽市長、志摩市長、南伊勢町長が出席することとなり、県と諸調整等を行った。

カ 首脳の神宮訪問

内宮参集殿において首脳を出迎える予定者として伊勢市長の調整依頼が外務省から

あり、調整を行った。

キ 記念植樹

首脳の神宮訪問に合わせ、県が提案していた記念植樹に市内の小学生 人の参加要請

があり、進修小学校児童 人の参加調整を行った。

参加児童：進修小学校児童会役員 年生女子児童 名、 年生男子児童 名

せんぐう館視察の様子 集合写真

練習会の様子 集合写真
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イ 土産

土産の選定について、三重県・三重県民会議や他市町の状況を聴きながら重複を避け

たうえで、庁内で調整し、選定した。

相手先 内容

各国首脳

伊勢一刀彫（神鶏）

舞楽の面額（蘭陵王面）

伊勢音頭柄手拭い

「伊勢市」法被

先遣隊

アメリカ 伊勢春慶（ペン立て）

カナダ 伊勢一刀彫（神鶏）

イギリス 伊勢春慶（ペン立て）

ジュニアサミット参加者 伊勢玩具（剣玉）

ウ 各国先遣隊歓迎夕食会

各国の先遣隊（本国政府の関係者が準備状況の確認のため、来県するもの）の視察の

際、三重の食材によるおもてなしや伝統芸能等を鑑賞いただくことで慰労するとともに、

三重の魅力を本国に伝えることを目的としたレセプションが、伊勢志摩サミット三重県

民会議により開催された。伊勢市も地元の市町として、下記の先遣隊の歓迎レセプショ

ンに招待を受け、参加した。

アメリカ カナダ イギリス

日時
平成 年 月 日

： ～ ：

平成 年 月 日

： ～ ：

平成 年 月 日

： ～ ：

場所 ＆ ホテル志摩スペイン村 賢島宝生苑

出席者 市長 副市長 市長

セレモニー

（伊勢市分）

木遣り

（伊勢神宮奉仕会青年部）
－ 市長乾杯挨拶

エ ジュニアサミット

平成 年 月 日～ 日、ナガシマリゾート（桑名市）を主会場として開催され

たジュニアサミットでは、 日に県内分散型体験・交流行事が実施され、伊勢市にも

１グループが式年遷宮記念せんぐう館、伊勢神宮内宮を訪れることから、伊勢志摩サ

ミット三重県民会議とともに神宮司庁との諸調整を行った。

各国首脳用土産（中身）
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（２）警察との調整

伊勢志摩サミット開催に向け、全国から多くの警察官が警備等で伊勢市を訪れること

から、警察官を受け入れるにあたり、待機場所等市内の公共施設の貸出について、三重

県警察本部と協議・調整を行った。

また、これまでのサミットでは、開催期間中にデモ、集会等が実施されたことから、

今回のサミットについても実施されることが想定されたため、県警察本部サミット対策

課と対応について協議を行った。

■警察への貸出施設

施設 期間 目的 料金

伊勢市産業支援センター

①研修室

②企業準備支援室

平 ～ 警戒警備拠点 有償

二見総合駐車場 平 ～ 警戒警備部隊の駐車場 無償

伊勢市二見体育館

①体育室 ②会議室
平 ～ 部隊装備・補給拠点 有償

伊勢市労働福祉会館

①大会議室 ②第２会議室

③第３会議室 ④第４会議室

平 ～ 警備待機所 有償

市有地（二見生活福祉課管理ほか）

伊勢市二見町三津 番地 ほか
平 ～ 警戒警備部隊の駐車場 無償

伊勢市二見公民館

①大会議室
平 ～ 部隊拠点 有償

（３）外務省との調整

国際メディアセンターとなる県営サンアリーナの隣接施設である伊勢フットボール

ヴィレッジにおいて、外務省がＮＧＯのスペース及びサミット広報イベントとして開催

するパラスポーツ体験イベントの会場として、施設の貸出の協議・調整を行った。

また、パラスポーツ体験イベント実施に伴い地元小学生児童の参加依頼があり、四郷

小学校児童が参加することで調整を行った。

■外務省への貸出施設

施設 期間 目的 料金

伊勢フットボールヴィレッジ

クラブハウス

①会議室１、２ ②審判室

③多目的スペース

平 ～ ＮＧＯスペース 有償

伊勢フットボールヴィレッジ

Ａピッチ・Ｂピッチ
平 ～

パラスポーツ体験

イベント
有償

伊勢フットボールヴィレッジ

Ａ・Ｂピッチ駐車場
平 ～

国際メディアセンターフ

ェンス設置、イベント開

催に伴う舗装養生

無償
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事 業 等 の 名 称

平

成

年

月 日 伊勢市情報発信センター開設・プレスツアーを実施

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを港中学校で開催

月 日 【外務省事業】「イチからわかる！サミット塾」を皇學館高校で開催

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを宇治山田商業高校で開催

月 日 観光関連事業者のための災害対応力向上セミナー開催（県・伊勢商工会議所・市共催）

月 日 三重県情報館（仮称）展示コンテンツ提案

月 日 クリーンアップ活動 伊勢開催（ 日前キックオフイベント）（おもてなし会議事業）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「欧州連合首脳との交流」提案

月 日 【外務省事業】「イチからわかる！サミット塾」を有緝小学校で開催

月 日 【外務省事業】「イチからわかる！サミット塾」を進修小学校で開催

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回おもてなし部会開催

月 日 「伊勢志摩サミット等開催に伴う警備協力依頼（文科省・県教委）」を受け、各小中学校長へ学

校教育課長から協力依頼

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 東海北陸ブロック物産観光連絡協議会情報提供事業にてＰＲ実施（三重テラス）

月 日 外宮参道行灯のサミット歓迎仕様への取替えお披露目会開催

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議第 回総会（市長・議長出席）

月 日 観光案内所、手荷物預かり所の 環境増強、本庁舎へ新たに 環境を整備し、運用開

始

月 日 伊勢市情報発信センター主催プレスツアー開催（～ 日）

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回おもてなし部会開催

月 日 【伊勢市総連合自治会】サミット開催 日前花いっぱいおもてなし運動植栽式

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回情報発信部会開催

月 日 平成 年度第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 在イギリス日本大使館での伊勢市ＰＲ

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回安全対策推進部会開催

月 日 ロンドン市内施設での伊勢市ＰＲ

月 日 施設管理者を対象としたテロ対策研修会開催

月 日 「伊勢志摩サミット給食」の実施（ 月 日までの間に小学校 回、中学校 回）

月 日 サミット開催直前企画「全部まる三重」に参加（農林水産課）（グランドハイアット東京）

月 日 （後援事業）こども環境フォーラム 皇學館

月 日 ジュニアサミット県内分散型体験・交流事業来勢（せんぐう館、内宮）

月 日 伊勢志摩サミットに向けた危機対策会議設置及び第 回危機対策会議開催

月 日 クリーンアップ活動（第 回）＆花いっぱいおもてなし運動開催（おもてなし会議事業）

月 日 プレスサポーターズ事業者直前ミーティング開催

月 日 市立小中学校においてサミット開催の啓発グッズの配布

月 日 平成 年度第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 クリーンアップ活動（第 回）開催（おもてなし会議事業）

月 日 国際メディアセンターへ伊勢市ＰＲ用の水道水ペットボトル搬入

月 日 東海北陸ブロック物産観光連絡協議会情報提供事業にてＰＲ実施（都道府県会館）

月 日 伊勢志摩サミットに向けた第 回危機対策会議開催

月 日 外国語指さし会話シート活用基礎セミナー開催（おもてなし会議事業）

月 日 ヒロシマ・ナガサキ原爆展（主催：広島市・長崎市、共催：三重県・伊勢市）（～ 日）

月 日 【外務省・三重県共催】国際メディアセンター完成式・完成記念祝典（市長・議長出席）

月 日 サミット開催期間中の交通総量抑制に合わせたノーマイカーウィークの実施（～ 日）

月 日 【外務省事業】海外プレスツアーの五十鈴中学校取材受入れ

月 日 ＥＵ代表団高官のヒロシマ・ナガサキ原爆展の視察（市長・議長出席）

月 日 伊勢神宮内宮でサミット参加各国首脳の出迎え（市長出席）

月 日 ミキモト真珠島で開催の配偶者プログラムにおいて伊勢音頭による交流実施（市長出席）

月 日 【外務省事業】パラスポーツ体験交流イベント（市長視察）

月 日 伊勢市内 名の小中学生が国際メディアセンターガイドツアーに参加（～ 月 日）

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 平成 年度第 回伊勢市庁内調整会議開催

【資料 】伊勢志摩サミット開催までのスケジュール

事 業 等 の 名 称

平

成

年

月 日 日本で開催されるサミットの開催地が“三重県”に決定

月 日 伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議の設置、第 回会議開催

月 日 三重県伊勢志摩サミット推進局へ 名派遣、情報戦略局企画調整課へ 名増員

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議設立総会（市長・議長出席）

月 日 懸垂幕を本庁舎と観光文化会館へ設置

月 日 志摩市、鳥羽市、南伊勢町と北海道洞爺湖サミット開催地等視察（～ 日）

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 伊勢志摩サミット柄の名刺作成

月 日 伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議設立、第 回会議開催

月 日 消防本部が三重県、志摩広域消防、鳥羽消防と北海道視察（～ 日）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「配偶者プログラムの訪問先」提案

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「配偶者プログラムのコンテンツ案」の提案

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「関連事業に活用するための食材」の推薦

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「レセプション等で実施可能な伝統芸能等」の提案

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「海外プレスツアー」への提案

月 日 市職員セミナー「伊勢志摩サミットの対応と活用」の開催

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回情報発信部会開催

月 日 情報戦略局企画調整課へ 名増員

月 日 サミット関連予算議決（ 号、 号補正）

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 安倍首相が内宮、志摩観光ホテル視察訪問。激励会開催

（市長、総連合自治会長、商工会議所女性部代表出席）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議第 回総会（市長・議長出席）

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回安全対策推進部会開催

月 日 外務省飯倉公館でレセプション開催（県・外務省共催）（市長・議長出席）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「参加国との 国間交流」の提案

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 外国人観光客受け入れ入門講座開催（市、商工会議所、観光協会共催）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「ジュニアサミット分散型体験交流コンテンツ・歓迎交流行

事」提案

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回おもてなし部会開催

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを神社幼稚園で開催

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを伊勢学園高校で開催

月 日 【外務省事業】「イチからわかる！サミット塾」を沼木中学校で開催

月 日 【外務省・国土交通省】国際メディアセンター仮設施設外観パース除幕式開催（市長・議長出席）

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを城田中学校で開催

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回情報発信部会開催

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回安全対策推進部会開催

月 日 知事と市長の 対 対談でサミット啓発（ポスターのぼり掲出、参加者にグッズ配布）

月 日 伊勢工業高校作成カウントダウンボード除幕式、本庁舎玄関ロビーに設置（～平 ）

平
成

年

月 日 公用車 用マグネット貼付

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催



事 業 等 の 名 称

平

成

年

月 日 伊勢市情報発信センター開設・プレスツアーを実施

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを港中学校で開催

月 日 【外務省事業】「イチからわかる！サミット塾」を皇學館高校で開催

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを宇治山田商業高校で開催

月 日 観光関連事業者のための災害対応力向上セミナー開催（県・伊勢商工会議所・市共催）

月 日 三重県情報館（仮称）展示コンテンツ提案

月 日 クリーンアップ活動 伊勢開催（ 日前キックオフイベント）（おもてなし会議事業）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「欧州連合首脳との交流」提案

月 日 【外務省事業】「イチからわかる！サミット塾」を有緝小学校で開催

月 日 【外務省事業】「イチからわかる！サミット塾」を進修小学校で開催

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回おもてなし部会開催

月 日 「伊勢志摩サミット等開催に伴う警備協力依頼（文科省・県教委）」を受け、各小中学校長へ学

校教育課長から協力依頼

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 東海北陸ブロック物産観光連絡協議会情報提供事業にてＰＲ実施（三重テラス）

月 日 外宮参道行灯のサミット歓迎仕様への取替えお披露目会開催

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議第 回総会（市長・議長出席）

月 日 観光案内所、手荷物預かり所の 環境増強、本庁舎へ新たに 環境を整備し、運用開

始

月 日 伊勢市情報発信センター主催プレスツアー開催（～ 日）

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回おもてなし部会開催

月 日 【伊勢市総連合自治会】サミット開催 日前花いっぱいおもてなし運動植栽式

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回情報発信部会開催

月 日 平成 年度第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 在イギリス日本大使館での伊勢市ＰＲ

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回安全対策推進部会開催

月 日 ロンドン市内施設での伊勢市ＰＲ

月 日 施設管理者を対象としたテロ対策研修会開催

月 日 「伊勢志摩サミット給食」の実施（ 月 日までの間に小学校 回、中学校 回）

月 日 サミット開催直前企画「全部まる三重」に参加（農林水産課）（グランドハイアット東京）

月 日 （後援事業）こども環境フォーラム 皇學館

月 日 ジュニアサミット県内分散型体験・交流事業来勢（せんぐう館、内宮）

月 日 伊勢志摩サミットに向けた危機対策会議設置及び第 回危機対策会議開催

月 日 クリーンアップ活動（第 回）＆花いっぱいおもてなし運動開催（おもてなし会議事業）

月 日 プレスサポーターズ事業者直前ミーティング開催

月 日 市立小中学校においてサミット開催の啓発グッズの配布

月 日 平成 年度第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 クリーンアップ活動（第 回）開催（おもてなし会議事業）

月 日 国際メディアセンターへ伊勢市ＰＲ用の水道水ペットボトル搬入

月 日 東海北陸ブロック物産観光連絡協議会情報提供事業にてＰＲ実施（都道府県会館）

月 日 伊勢志摩サミットに向けた第 回危機対策会議開催

月 日 外国語指さし会話シート活用基礎セミナー開催（おもてなし会議事業）

月 日 ヒロシマ・ナガサキ原爆展（主催：広島市・長崎市、共催：三重県・伊勢市）（～ 日）

月 日 【外務省・三重県共催】国際メディアセンター完成式・完成記念祝典（市長・議長出席）

月 日 サミット開催期間中の交通総量抑制に合わせたノーマイカーウィークの実施（～ 日）

月 日 【外務省事業】海外プレスツアーの五十鈴中学校取材受入れ

月 日 ＥＵ代表団高官のヒロシマ・ナガサキ原爆展の視察（市長・議長出席）

月 日 伊勢神宮内宮でサミット参加各国首脳の出迎え（市長出席）

月 日 ミキモト真珠島で開催の配偶者プログラムにおいて伊勢音頭による交流実施（市長出席）

月 日 【外務省事業】パラスポーツ体験交流イベント（市長視察）

月 日 伊勢市内 名の小中学生が国際メディアセンターガイドツアーに参加（～ 月 日）

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 平成 年度第 回伊勢市庁内調整会議開催

【資料 】伊勢志摩サミット開催までのスケジュール

事 業 等 の 名 称

平

成

年

月 日 日本で開催されるサミットの開催地が“三重県”に決定

月 日 伊勢志摩サミット伊勢市庁内調整会議の設置、第 回会議開催

月 日 三重県伊勢志摩サミット推進局へ 名派遣、情報戦略局企画調整課へ 名増員

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議設立総会（市長・議長出席）

月 日 懸垂幕を本庁舎と観光文化会館へ設置

月 日 志摩市、鳥羽市、南伊勢町と北海道洞爺湖サミット開催地等視察（～ 日）

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 伊勢志摩サミット柄の名刺作成

月 日 伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議設立、第 回会議開催

月 日 消防本部が三重県、志摩広域消防、鳥羽消防と北海道視察（～ 日）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「配偶者プログラムの訪問先」提案

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「配偶者プログラムのコンテンツ案」の提案

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「関連事業に活用するための食材」の推薦

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「レセプション等で実施可能な伝統芸能等」の提案

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「海外プレスツアー」への提案

月 日 市職員セミナー「伊勢志摩サミットの対応と活用」の開催

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回情報発信部会開催

月 日 情報戦略局企画調整課へ 名増員

月 日 サミット関連予算議決（ 号、 号補正）

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 安倍首相が内宮、志摩観光ホテル視察訪問。激励会開催

（市長、総連合自治会長、商工会議所女性部代表出席）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議第 回総会（市長・議長出席）

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回安全対策推進部会開催

月 日 外務省飯倉公館でレセプション開催（県・外務省共催）（市長・議長出席）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「参加国との 国間交流」の提案

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 外国人観光客受け入れ入門講座開催（市、商工会議所、観光協会共催）

月 日 伊勢志摩サミット三重県民会議に「ジュニアサミット分散型体験交流コンテンツ・歓迎交流行

事」提案

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回おもてなし部会開催

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを神社幼稚園で開催

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを伊勢学園高校で開催

月 日 【外務省事業】「イチからわかる！サミット塾」を沼木中学校で開催

月 日 【外務省・国土交通省】国際メディアセンター仮設施設外観パース除幕式開催（市長・議長出席）

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催

月 日 【県民会議事業】国際理解・国際交流プログラムを城田中学校で開催

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回情報発信部会開催

月 日 伊勢市庁内調整会議 第 回安全対策推進部会開催

月 日 知事と市長の 対 対談でサミット啓発（ポスターのぼり掲出、参加者にグッズ配布）

月 日 伊勢工業高校作成カウントダウンボード除幕式、本庁舎玄関ロビーに設置（～平 ）

平
成

年

月 日 公用車 用マグネット貼付

月 日 第 回伊勢おもてなし会議開催

月 日 第 回伊勢市庁内調整会議開催



■伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議構成団体

団体名 内容

伊勢市総連合自治会
サミット 日前「花いっぱいおもてなし運動植栽式」の実施（平 ）

クリーンアップ活動（第 弾）の実施（平 ）

伊勢市国際交流協会 外国語指さし会話シート活用基礎セミナー講師協力（平 ）

皇學館大学

大学構内の英語表記化（案内図、看板、各建物名称）

神道博物館内の英語表記化（展示物、タブレットを利用した英語案内化）

英語版要覧の作成と遷宮浪漫（英 日版）の作成

伊勢商工会議所

伊勢志摩サミット 用オリジナル名刺の作成

伊勢志摩サミットに関する意見・提案の募集（役員・議員、青年部、女性部）

伊勢志摩サミット ステッカー（ 種）、ボトル貼付用ステッカーの作成販売

伊勢志摩サミットに関する情報発信コーナーの設置

テロ防止啓発チラシ・ポスターの作成及び配布

伊勢志摩サミット交通規制・テロ対策情報直前案内

サンマリノ共和国特命全権大使の講演会の開催（平 ）

伊勢志摩サミット成功祈願参拝の実施（平 ）

伊勢志摩サミット応援商品を申請登録と商品 の サイトの立ち上げ

三重テラスで伊勢志摩サミット応援商品の販売

を活用した「伊勢志摩フォトコンテスト」の実施

会議所レポート伊勢志摩サミット特別号の発刊（平 中日新聞に折込）

鈴木三重県知事と上島会頭との公開対談への協力

英語対応可能店舗へのサインステッカーの発行

クレジットカード決済機器導入促進に関する の実施

伊勢志摩サミット開催記念Ｔシャツの作成、配布

伊勢志摩サミット成功御礼参拝の実施（平 ）

小俣町商工会

伊勢志摩サミットテロ防止チラシ作成及び配布

伊勢志摩サミット啓発ステッカー（伊勢商工会議所作成）の配布

伊勢志摩サミット啓発名刺作成配布

伊勢志摩サミット啓発花いっぱい運動

公益社団法人

伊勢市観光協会

英語ボランティア受入の協力（伊勢市駅、宇治山田駅）

ホームページでの広報活動（サミット商品特別ページ開設など）

吊下げ旗設置（観光案内所、協会員に広く周知）

サミット対応委員会の設置

お伊勢さんフェア（東急百貨店日吉 ）にて の実施

伊勢旅館組合
外国語指さし会話シートを組合員に配布（宿泊編・飲食編）

各施設にておもてなしの実施

近畿日本鉄道㈱

駅窓口でのクレジット決済（平 ～）

駅コンシェルジュの配置【伊勢市駅、宇治山田駅】（平 ～ ）

各種インバウンド対策の実施

（社員の英会話研修、列車内多言語案内放送、主要駅翻訳タブレット配置など）

テロ訓練の実施

三重交通㈱

サミット応援缶バッジの着用（平 ～平 ）

テロ対策訓練の実施（平 ）及びテロ対策巡回時の清掃活動（随時）

「伊勢志摩サミット 記念フリーきっぷ」の販売（平 ～平 ）

三重県タクシー協会

伊勢支部

伊勢志摩サミット三重県民会議ロゴシールの作成（平 ～）

楽々会話シートの作成（ ヶ国語対応）

「英語でおむかえ」講習会の実施【運転士対象】

吊下げ旗によるアピール【伊勢支部各社に配布】

テロ対策パートナーシップ研修会への参加

■ご寄附

団体名 内容

㈱ぎゅーとら 伊勢市のサミット関連行事に対して寄附 万円

【資料 】各団体の主な取組

■その他

団体名 内容

伊勢市

女性団体連絡協議会

伊勢市駅前にて歓迎の伊勢音頭を披露

（ 、 、 、 、 、 、 ）

伊勢市駅前花壇でのおもてなし

（サミット開催に合わせ、７色のビオラを植栽）

三重県ボランティア連絡協議会 クリーンアップ作戦＆見守り・見回り活動（平 、平 ）

伊勢まちづくり株式会社
伊勢志摩サミット１００日前ウィーク“市民向け神宮案内”

（ 、 、 、 ）

厚生地区自治会連合会 防犯パトロールの実施（平 ～平 ）

宇治山田商業高校 部 英字新聞を発行

有緝まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

神社地区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

東大淀地区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

四郷地区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

二見まちづくりの会 花いっぱい大作戦（平 ）

中島学区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

佐八学区まちづくりの会 花いっぱい大作戦（平 ）

早修ふるさと未来ＮＡＶＩ 花いっぱい大作戦（平 ）

浜郷地区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

宇治浦田町会 花いっぱい大作戦（平 ）

宮後町会 花いっぱい大作戦（平 ）

厚生地区まちづくりの会 サミット 日前クリーンアップ、花の植え替え作業

やっぱり花が好き

通町自治会

宮崎お花畑

大湊町振興会

伊勢市女性団体連絡協議会

浦之橋商店街振興組合

伊勢商工会議所女性部

一色町文月会

敬神婦人会

一之木老人クラブ友和会

伊勢銀座新道商店街振興組合

粟野団地自治会

花木園ボランティアグループ

朝熊山麓に花を咲かす会

小俣まちづくり協議会

桧園自治会

宇治浦田町会

西口町会

中島学区まちづくり協議会

花のまちづくり推進事業実施団体（平 ～ ）

防犯パトロール（厚生地区自治会連合会） 伊勢音頭披露（伊勢市女性団体連絡協議会）



■伊勢志摩サミット伊勢おもてなし会議構成団体

団体名 内容

伊勢市総連合自治会
サミット 日前「花いっぱいおもてなし運動植栽式」の実施（平 ）

クリーンアップ活動（第 弾）の実施（平 ）

伊勢市国際交流協会 外国語指さし会話シート活用基礎セミナー講師協力（平 ）

皇學館大学

大学構内の英語表記化（案内図、看板、各建物名称）

神道博物館内の英語表記化（展示物、タブレットを利用した英語案内化）

英語版要覧の作成と遷宮浪漫（英 日版）の作成

伊勢商工会議所

伊勢志摩サミット 用オリジナル名刺の作成

伊勢志摩サミットに関する意見・提案の募集（役員・議員、青年部、女性部）

伊勢志摩サミット ステッカー（ 種）、ボトル貼付用ステッカーの作成販売

伊勢志摩サミットに関する情報発信コーナーの設置

テロ防止啓発チラシ・ポスターの作成及び配布

伊勢志摩サミット交通規制・テロ対策情報直前案内

サンマリノ共和国特命全権大使の講演会の開催（平 ）

伊勢志摩サミット成功祈願参拝の実施（平 ）

伊勢志摩サミット応援商品を申請登録と商品 の サイトの立ち上げ

三重テラスで伊勢志摩サミット応援商品の販売

を活用した「伊勢志摩フォトコンテスト」の実施

会議所レポート伊勢志摩サミット特別号の発刊（平 中日新聞に折込）

鈴木三重県知事と上島会頭との公開対談への協力

英語対応可能店舗へのサインステッカーの発行

クレジットカード決済機器導入促進に関する の実施

伊勢志摩サミット開催記念Ｔシャツの作成、配布

伊勢志摩サミット成功御礼参拝の実施（平 ）

小俣町商工会

伊勢志摩サミットテロ防止チラシ作成及び配布

伊勢志摩サミット啓発ステッカー（伊勢商工会議所作成）の配布

伊勢志摩サミット啓発名刺作成配布

伊勢志摩サミット啓発花いっぱい運動

公益社団法人

伊勢市観光協会

英語ボランティア受入の協力（伊勢市駅、宇治山田駅）

ホームページでの広報活動（サミット商品特別ページ開設など）

吊下げ旗設置（観光案内所、協会員に広く周知）

サミット対応委員会の設置

お伊勢さんフェア（東急百貨店日吉 ）にて の実施

伊勢旅館組合
外国語指さし会話シートを組合員に配布（宿泊編・飲食編）

各施設にておもてなしの実施

近畿日本鉄道㈱

駅窓口でのクレジット決済（平 ～）

駅コンシェルジュの配置【伊勢市駅、宇治山田駅】（平 ～ ）

各種インバウンド対策の実施

（社員の英会話研修、列車内多言語案内放送、主要駅翻訳タブレット配置など）

テロ訓練の実施

三重交通㈱

サミット応援缶バッジの着用（平 ～平 ）

テロ対策訓練の実施（平 ）及びテロ対策巡回時の清掃活動（随時）

「伊勢志摩サミット 記念フリーきっぷ」の販売（平 ～平 ）

三重県タクシー協会

伊勢支部

伊勢志摩サミット三重県民会議ロゴシールの作成（平 ～）

楽々会話シートの作成（ ヶ国語対応）

「英語でおむかえ」講習会の実施【運転士対象】

吊下げ旗によるアピール【伊勢支部各社に配布】

テロ対策パートナーシップ研修会への参加

■ご寄附

団体名 内容

㈱ぎゅーとら 伊勢市のサミット関連行事に対して寄附 万円

【資料 】各団体の主な取組

■その他

団体名 内容

伊勢市

女性団体連絡協議会

伊勢市駅前にて歓迎の伊勢音頭を披露

（ 、 、 、 、 、 、 ）

伊勢市駅前花壇でのおもてなし

（サミット開催に合わせ、７色のビオラを植栽）

三重県ボランティア連絡協議会 クリーンアップ作戦＆見守り・見回り活動（平 、平 ）

伊勢まちづくり株式会社
伊勢志摩サミット１００日前ウィーク“市民向け神宮案内”

（ 、 、 、 ）

厚生地区自治会連合会 防犯パトロールの実施（平 ～平 ）

宇治山田商業高校 部 英字新聞を発行

有緝まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

神社地区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

東大淀地区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

四郷地区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

二見まちづくりの会 花いっぱい大作戦（平 ）

中島学区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

佐八学区まちづくりの会 花いっぱい大作戦（平 ）

早修ふるさと未来ＮＡＶＩ 花いっぱい大作戦（平 ）

浜郷地区まちづくり協議会 花いっぱい大作戦（平 ）

宇治浦田町会 花いっぱい大作戦（平 ）

宮後町会 花いっぱい大作戦（平 ）

厚生地区まちづくりの会 サミット 日前クリーンアップ、花の植え替え作業

やっぱり花が好き

通町自治会

宮崎お花畑

大湊町振興会

伊勢市女性団体連絡協議会

浦之橋商店街振興組合

伊勢商工会議所女性部

一色町文月会

敬神婦人会

一之木老人クラブ友和会

伊勢銀座新道商店街振興組合

粟野団地自治会

花木園ボランティアグループ

朝熊山麓に花を咲かす会

小俣まちづくり協議会

桧園自治会

宇治浦田町会

西口町会

中島学区まちづくり協議会

花のまちづくり推進事業実施団体（平 ～ ）

防犯パトロール（厚生地区自治会連合会） 伊勢音頭披露（伊勢市女性団体連絡協議会）



【資料４】市広報掲載記事 広報いせ 平成 年 月 日号

広報いせ 平成 年 月 日号

【資料 】イベントでの伊勢志摩サミット開催啓発実施状況

開催年月日 行　事　名 場　　所 サミットPR物品 担当課

～H27.10.11
伊勢まつり 伊勢市内 ポスターの掲出

環境生活部
市民交流課

伊勢市環境フェア 県営サンアリーナ
ポスターの掲出
ノベルティーの配布

環境生活部
環境課

～H27.11.4
お伊勢さんうまいもんフェア

横浜市
日吉東急ａｖｅｎｕｅ

ポスター、のぼりの掲出
ノベルティーの配布

産業観光部
観光誘客課

市制施行１０周年記念式典 観光文化会館 ポスター、のぼりの掲出
情報戦略局
企画調整課

伊勢志摩地域企業連携セミナーｉｎ東京 第一ホテル東京 ポスター、のぼりの掲出
産業観光部
商工労政課

外国人観光客受け入れ入門講座 観光文化会館 ポスター、のぼりの掲出
産業観光部
観光振興課

2015日本司法・共生社会学会伊勢大会 いせシティプラザ ポスターの掲出
健康福祉部
高齢・障がい福祉課

産業フェア
伊勢志摩総合
地方卸売市場

ポスター、のぼりの掲出
産業観光部
商工労政課

もったいないフェア リサイクルプラザ ポスター、のぼりの掲出
伊勢広域環境組合
総務課

病院ふれあいまつり 伊勢総合病院 ポスター、のぼりの掲出
病院経営推進部
総務課

イオン八事店において横輪いもPR イオン八事店 ポスター、のぼりの掲出
産業観光部
農林水産課

お伊勢さんマラソン 県営サンアリーナ ポスター、のぼりの掲出
産業観光部
観光振興課

世界の料理パーティー
～ドイツのお菓子編～

福祉健康センター ポスター、のぼりの掲出
環境生活部
市民交流課

Ｅレジフェアin福岡 福岡国際会議場 ポスター掲出
病院経営推進部
経営企画課

知事と伊勢市長の１対１対談 小俣農村環境改善センター
ポスター、のぼりの掲出
ノベルティーの配布

情報戦略局
企画調整課

いせトピア　新春まつり いせトピア ポスター、のぼりの掲出
教育委員会事務局
社会教育課

新成人のつどい（成人式） 観光文化会館 ポスター掲出
教育委員会事務局
社会教育課

社会福祉大会 ハートプラザみその ポスター、のぼりの掲出
健康福祉部
福祉総務課

～H28.3.6
おひなさまめぐりｉｎ二見 二見生涯学習センターほか ポスター、のぼりの掲出

二見総合支所
生活福祉課

観光関連事業者のための
災害対応力向上セミナー

伊勢商工会議所 ポスター、のぼりの掲出
危機管理部
危機管理課

～H28.2.23
伊勢志摩うまいもん横丁・伊勢志摩パール
フェア

あべのハルカス近鉄本店 ポスター、のぼりの掲出
産業観光部
観光誘客課

第９回　ＥＳＴ普及推進フォーラム
ルポール麺町２階
「ロイヤルクリスタル」

ポスター掲出
環境生活部
環境課

伊勢市国際交流フェスティバル ハートプラザみその
ポスター、のぼりの掲出
ノベルティーの配布

環境生活部
市民交流課

～H28.3.13

伊勢市観光物産イベント
in グランベリーモール
「お伊勢さんええもんフェア」

グランベリーモール
サウスコートステージ

ポスター、のぼりの掲出
産業観光部
商工労政課

第27回都道府県対抗全日本中学生
ソフトテニス大会の開会式セレモニー

県営サンアリーナ

イメージソング（伊勢志摩
サミット応援事業　三重テ
レビ作成）を使用した、伊
勢文化協会による歓迎イベ
ント

教育委員会事務局
文化振興課

伊勢志摩厳選食材フェア
～伊勢志摩サミット開催直前企画～
「全部まる三重」

グランドハイアット東京６階
「日本料理　旬房」

ノベルティーの配布
産業観光部
農林水産課

   H28.5.3～
ゴールデンウィーク交通対策
パーク&バスライド

県営サンアリーナ周辺 ノベルティーの配布
都市整備部
交通政策課

   H28.5.19～
お伊勢さんフェア

横浜市
日吉東急ａｖｅｎｕｅ

ポスター、のぼりの掲出
産業観光部
商工労政課

「ピアチェーレコンサートＶＯＬ２」 観光文化会館
サミット応援ソング「ＴＩ
ＭＥ」を開演前の館内ＢＧ
Ｍとして使用

教育委員会事務局
文化振興課



【資料４】市広報掲載記事 広報いせ 平成 年 月 日号
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広報いせ 平成 年 月 日（中面見開き）
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伊勢市役所 情報戦略局企画調整課

伊勢市岩渕１丁目７番 29 号 

T E L  0596-21-5510 

F A X  0596-21-5522 

E-mail kikaku-cyousei@city.ise.mie.jp 

HP http://www.city.ise.mie.jp 

 




